
物質選定に係る基準等の考え方について（案）

●物質選定は、原則として、環境リスク評価の区分（レベル
１～３）に応じて、専門的な見地から判断

１ 物質選定の考え方の検討

レベル1 レベル2 レベル3

【評価の区分】

自主管理
優先物質

リスクの懸念なしリスクの懸念あり

●化学物質の有害性の程度、市内の大気環境の状況等を踏まえて
専門的な見地から判断（化学物質対策の専門家による判断）

環境リスク評価の結果(34物質)

排出抑制物質
（仮）

主な
論点

高 低リスクレベル 1

排出管理物質
（仮）
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排出抑制物質
（仮）

主な
論点

資料２

高 低リスクレベル 2

排出管理物質
（仮）

現時点での知見では許容できる
が、排出量増加等により環境リ
スクが懸念される可能性がある

と考えられる。

現時点での知見では、環境リス
クの懸念があると考えられる。

環境リスク評価の結果(34物質)

現時点での知見では、環境リス
クの懸念がないと考えられる。

修正後

修正案


